
国
労
西
日
本
本
部
は
、
７
月
24

日
に
第
35
回
定
期
西
日
本
本
部
大

会
を
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
開

催
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
併
用
開
催
を
行
っ
た
。

国
労
の
更
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、

①
．
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡

大
・
強
化
に
全
力
を
挙
げ
る
、

②
．
風
通
し
の
よ
い
明
る
い
職
場

作
り
と
、
労
働
者
の
人
権
と
職
場

の
民
主
化
を
め
ざ
す
と
共
に
、
労

働
条
件
改
善
と
安
全
確
保
に
向
け

た
「
職
場
総
点
検
」
「
安
全
総
点

検
」
の
取
組
み
と
契
約
社
員
の
正

社
員
化
を
求
め
る
闘
い
、
③
．
２

０
２
２
年
春
闘
で
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社

の
「
格
差
」
是
正
を
求
め
る
と
と

も
に
、
職
場
要
求
の
前
進
、
働
く

ル
ー
ル
の
確
立
や
社
会
保
障
制
度

の
充
実
、
憲
法
改
悪
等
に
反
対
す

る
闘
い
を
広
範
な
仲
間
と
共
に
作

り
上
げ
る
、
④
．
平
和
と
民
主
主

義
、
国
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る

闘
い
、
⑤
原
発
推
進
に
反
対
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
本
を

作
り
上
げ
る
な
ど
、
方
針
と
新
た

な
執
行
部
を
確
立
し
た
。

福
知
山
線
事
故
、
伯
備
線
保
線

係
員
死
傷
事
故
の
教
訓
と
し
、
ロ
ー

カ
ル
線
の
廃
止
問
題
や
労
災
事
故
、

貨
物
会
社
で
は
黒
字
化
継
続
、
株

式
上
場
に
向
け
て
賃
金
削
減
・
人

件
費
削
減
の
攻
撃
が
続
く
中
、
国

労
運
動
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。

職
場
で
は
青
年
労
働
者
が
多
数
に

な
っ
て
い
る
も
と
で
、
確
実
に
要

求
の
多
数
派
か
ら
組
織
の
多
数
派

に
む
け
て
、
全
組
合
員
が
総
団
結

し
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

職
場
・
地
域
に
お
い
て
労
働
者
・

国
民
諸
階
層
と
固
く
団
結
し
運
動

を
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
、
西
日

本
本
部
は
大
会
終
了
後
第
１
回
執

行
委
員
会
を
開
催
し
、
当
面
す
る

重
要
課
題
の
前
進
の
た
め
決
定
さ

れ
た
運
動
方
針
に
基
づ
く
闘
い
を

実
践
す
る
執
行
部
の
任
務
分
担
を

決
定
し
た
。

吉
岡
と
し
子
代
議
員
（
近
畿
）

コ
ロ
ナ
ス
タ
ッ
フ

の
緊
張
が
続
い
て
い

る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・

手
当
の
充
実
を
求
め

る
。

看
護
婦
の
離
職
が
増
え
て
い
る
。

夏
季
手
当
・
賃
金
の
少
な
さ
で
す
。

救
急
対
応
に
管
理
当
直
を
置
く
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
後
も
管
理
当
直
の

拡
大
を
し
て
い
き
た
い
。

波
見
健
一
代
議
員
（
近
畿
）

鴫
野
駅
転
落
問
題

で
労
働
局
交
渉
・
署

名
活
動
を
展
開
し
た
。

支
社
は
署
名
を
受
け

取
ら
な
い
の
で
支
社

前
・
各
駅
前
に
お
い
て
抗
議
行
動
を

し
た
。

春
闘
で
は
、
生
要
求
で
闘
い
、
ス

ト
ラ
イ
キ
通
告
を
出
す
べ
き
だ
。

労
働
協
約
闘
争
で
は
、
掲
示
板
問

題
・
長
時
間
労
働
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。
今
後
も
闘
い
を
強
め
て
い
く
。

勝
田
哲
也
代
議
員
（
岡
山
）

手
当
の
減
額
に
対

し
、
不
安
・
不
満
・

嘆
き
が
聞
こ
え
て
い

る
。
ロ
ー
ン
の
返
済

は
一
年
で
す
。
余
裕

も
っ
た
返
済
計
画
を
。

無
人
駅
増
加
・
運
転
区
間
短
縮
で

自
治
体
と
連
携
し
て
い
る
。
公
共
交

通
と
し
て
、
国
や
自
治
体
に
要
請
し

て
い
き
た
い
。
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組
織
の
多
数
派
に
む
け
て
、
全
組
合
員
が
総
団
結
し
奮
闘
し
よ
う

労
働
条
件
改
善
と
安
全
確
保
へ

第
35
回
西
日
本
本
部
大
会
決
定
に
も
と
づ
き

安全を守る
職場風土へ
変える先頭に

第
35
回
定
期
大
会
発
言
要
旨
②



伊
野
活
行
代
議
員
（
近
畿
）

吹
田
工
場
で
７
件

の
労
働
災
害
が
発
生

し
た
。
も
っ
と
ゆ
と

り
あ
る
工
程
が
必
要

で
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
で
は
、
自
然
災

害
が
多
数
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
ま

ま
廃
線
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自
治
体

と
連
携
し
て
や
っ
て
い
こ
う
。

西
澤
宗
司
郎
代
議
員
（
近
畿
）

組
織
拡
大
の
総
括
は

８
年
で
36
名
の
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。
行
動
し

て
い
る
分
会
は
、
組
織

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

学
習
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
出
来

な
か
っ
た
が
、
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン

等
を
活
用
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

地
本
で
１
名
の
拡
大
が
あ
っ
た
。

貨
物
で
、
加
入
者
が
仲
間
に
誘
っ
て

加
入
し
た
。
拡
大
に
よ
っ
て
明
る
い

未
来
が
開
け
ま
す
。
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大

会

宣

言

私
た
ち
は
本
日
、
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
第
三
五
回
定
期
西
日
本
本
部
大
会
を
開
催
し
、
こ
の
一
年
間

の
闘
い
の
総
括
と
安
全
輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
二
〇
二
二
年
春
闘
勝
利
、
平

和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
、
憲
法
改
悪
阻
止
な
ど
、
向
こ
う
一
年
間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
た
。

菅
内
閣
は
、
憲
法
９
条
改
正
に
よ
り
、
日
本
を
「
戦
争
の
で
き
る
国
」
に
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
。
学

術
会
議
任
命
拒
否
・
長
男
の
総
務
省
接
待
問
題
・
「
桜
を
見
る
会
」
の
疑
惑
の
再
燃
な
ど
政
治
を
私
物
化
し

て
き
た
。
「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題
で
も
四
名
の
自
民
党
国
会
議
員
が
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、
国
民
生
活
と
経
済
に
大
打
撃
を
与
え
、
自
粛
と
我
慢
を
押
し
付
け
て
、
昨
日
、
東
京
五

輪
開
催
を
強
行
し
た
。
私
た
ち
は
、
菅
自
公
政
権
の
暴
走
を
許
さ
な
い
闘
い
を
す
べ
て
の
国
民
や
民
主
団
体

と
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、
今
秋
に
行
わ
れ
る
衆
議
院
総
選
挙
で
、
自
公
と
補
完
勢
力
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら
一
六
年
が
経
過
し
、
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
鉄
道
安
全
考
動
計
画
２
０
２
２
」

が
四
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
車
両
故
障
、
部
内
原
因
等
に
よ
る
輸
送
障
害
、
労
災
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

「
福
知
山
線
脱
線
事
故
」
「
新
幹
線
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
」
を
教
訓
と
し
、
団
体
交
渉
や
労
使
安
全
会
議
等

で
も
改
善
を
求
め
て
き
た
。
関
連
労
働
者
を
含
め
た
全
労
働
者
の
安
全
確
保
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
鉄
道
利
用
者
の
大
幅
な
減
少
は
鉄
道
経
営
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
、
大
幅
な
減
便
・
駅
の
無
人
化
・
列
車
の
ワ
ン
マ
ン
化
の
見
直
し
が
加
速
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
長
谷
川
社
長
は
「
ロ
ー
カ
ル
線
の
今
後
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
「
地
方
自
治
体
と
協
議
を
求
め
る

方
針
」
を
示
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
機
に
地
方
交
通
線
の
存
続
の
在
り
方
を
大
き
く
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
利
用
者
の
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
、
生
命
・
財
産
を
脅
か
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
交
通
と
し
て
の
鉄
道
と
安
全
問
題
と
並
行
し
、
自
治
体
要
請
、
地
域
住
民
や
市
民
団
体
等
へ
の
世
論
喚

起
、
運
動
と
交
渉
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

西
日
本
会
社
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
経
営
状
況
の
落
ち
込
み
を
理
由
に
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
、
夏
季

手
当
一
・
三
〇
ヶ
月
分
の
超
低
額
回
答
を
行
っ
た
。
会
社
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス
ク
の
中
で
安
全
・
安
心
輸

送
の
た
め
に
日
々
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
社
員
の
努
力
に
報
い
る
べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
雇
用
の
完
全

確
保
と
社
員
の
生
活
を
守
る
た
め
、
利
益
剰
余
金
を
切
り
崩
し
て
で
も
社
員
の
生
活
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
貨
物
会
社
も
、
一
一
年
連
続
黒
字
を
上
げ
て
い
る
が
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
、
夏
季
手
当
一
・
七
七
ヶ
月

分
の
超
低
額
回
答
を
行
う
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
苦
し
み
を
強
い
ら
れ
て
い
る
社
員
と
家
族
の
生
活
に
対

し
て
還
元
し
な
い
姿
勢
は
経
営
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
。
貨
物
会
社
で
働
く
全
て
の
労
働
者
が
あ
た
り
ま
え

の
生
活
を
取
り
戻
し
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
す
る
た
め
に
、
構
造
矛
盾
の
抜
本
的
な
改
善
、
新
し
い
人

事
制
度
の
検
証
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
に
向
け
全
国
単
一
組
織
の
優
位
性
を
発
揮
し
、
引
き
続
き
客
貨
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

私
た
ち
は
、
組
織
拡
大
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
職
場
を
基
礎
に
す
べ
て
の
労
働
者
の
問
題
解

決
に
全
力
を
上
げ
、
職
場
で
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
要
求
の
前
進
を
図
っ
て
き
た
。
日
常
の
職
場
活
動
の
強

化
を
行
う
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
次
世
代
へ
の
「
国
労
運
動
」
継
承
の
た
め
、
全
機
関
・

全
組
合
員
が
全
て
の
職
場
で
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
。

私
た
ち
は
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・
安
心
輸
送
の
確
立
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
二
〇
二
二
年
国
民
春
闘

勝
利
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
、
希
望
す
る
契
約
社
員
の
正
社
員
化
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
、
憲
法
改
悪

阻
止
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
と
、
衆
議
院
総
選
挙
勝
利
を
め
ざ
し
、
全
力
を
上
げ
て
闘
い
抜
く
も

の
で
あ
る
。

組
織
拡
大
・
強
化
に
つ
い
て

弱
点
・
成
果
を
出
し
合
い
共

有
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
悩

み
や
不
安
の
話
を
よ
く
聞
く
こ

と
が
大
事
。
言
っ
て
も
ど
う
せ

ダ
メ
と
い
う
壁
を
作
ら
な
い
。

強
い
思
い
が
あ
っ
て
も
『
言
葉
』

に
し
な
け
れ
ば
相
手
に
伝
え
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
言
い
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

組
織
拡
大
の
基
礎
は
職
場
で
ど
れ
だ
け
国
労
組
合
員

が
行
動
し
て
い
る
か
が
重
要
。
一
人
の
拡
大
が
さ
ら
に

一
人
の
拡
大
へ
、
そ
し
て
、
そ
の
次
の
ひ
と
へ
と
繫
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
一
人
の
拡
大
を
職
場
全
体
で
取
り
組

み
を
強
化
し
よ
う
。

安
全
・
安
心
な
鉄
道
・
公
共
交
通
を
守
る
闘
い

に
つ
い
て

三
江
線
が
廃
止
さ
れ
、
更
な
る
ロ
ー
カ
ル
線
の
バ
ス

等
へ
の
転
換
等
や
北
海
道
で
の
安
全
軽
視
の
無
責
任
な

一
方
的
な
廃
止
あ
り
き
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

地
元
住
民
の
声
を
踏
み
に
じ
り
、
災
害
に
よ
り
寸
断

さ
れ
た
鉄
路
の
回
復
は
困
難
と
バ
ス
転
換
へ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
同
時
に
「
構
造
矛
盾
」
を
放
置
し
て
き
た
国

の
責
任
も
免
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
膨
大
な
利

益
を
上
げ
て
き
た
本
州
３
社
と
三
島
・
貨
物
会
社
の
大

幅
な
経
営
格
差
の
実
態
は
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
の

政
策
的
破
綻
で
あ
り
、
地
域
経
済
と
暮
ら
し
を
支
え
て

き
た
鉄
道
こ
そ
社
会
的
な
存
在
価
値
が
あ
り
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
へ
の
政
策
転
換
こ
そ
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

２
０
２
２
年
春
闘
に
つ
い
て

「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
は
許
さ
な
い
闘
い
を
は
じ
め
、
大
幅

賃
上
げ
獲
得
・
会
社
間
格
差
の
是
正
・
契
約
社
員
の
正

社
員
化
、
統
一
重
点
要
求
の
実
現
の
た
め
に
、
組
合
員

一
人
一
人
が
闘
い
に
参
加
す
る
春
闘
を
職
場
・
地
域
か

ら
構
築
す
る
こ
と
。

春
闘
勝
利
に
向
け
た
職
場
討
議
と
取
り
組
み
、
「
要

求
は
団
結
と
闘
い
で
勝
ち
取
る
」
と
い
う
全
体
の
決
意

で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
闘
え
る
ス
ト
ラ
イ
キ
体
制
の

確
立
。
全
て
の
職
場
で
立
ち
上
が
れ
る
意
思
統
一
を
早

い
段
階
で
行
っ
て
頂
き
た
い
。

政
治
革
新
、
憲
法
改
悪
阻
止
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
闘
い

菅
首
相
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
苦
境
に
あ
え
ぐ
国

民
に
対
し
自
己
責
任
を
押
し
付
け
、
国
に
よ
る
支
援
は

後
回
し
、
外
交
で
は
「
日
米
同
盟
を
基
軸
に
政
策
を
展

開
す
る
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
「
戦
争
放
棄
」

を
明
記
し
た
憲
法
９
条
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
平
和
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
改
憲
阻
止
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

国
民
的
闘
い
に
全
力
を
上
げ
る
と
共
に
消
費
税
増
税
中

止
、
原
発
ゼ
ロ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、

米
軍
基
地
反
対
な
ど
世
論
と
運
動
を
大
き
く
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

菅
政
権
の
狙
い
は
、
「
五
輪
を
成
功
さ
せ
、
そ
の
力

で
総
選
挙
を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
秋
に
行
わ
れ
る
総
選
挙
で
は
菅
政
権
を
追

い
込
み
、
国
民
本
位
の
政
治
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
市

民
と
野
党
の
共
闘
の
輪
を
大
き
く
し
、
政
治
革
新
実
現
、

憲
法
改
悪
阻
止
、
核
廃
絶
・
核
兵
器
禁
止
の
恒
久
平
和
、

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
反
対
、
米
軍
基
地
即
時
撤
廃
な
ど

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組
み
の
先
頭
に
立
つ
と

と
も
に
、
西
日
本
本
部
は
精
一
杯
闘
う
こ
と
を
決
意
し
、

集
約
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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